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１．はじめに

既往の研究において Ｈ形鋼( - × × / ㎜等)、 H 150 75 5 7
60に集成材(カラマツ及びベイマツ)を密実に被覆(厚さ

㎜)した梁部材については、被覆材である集成材が燃え

止まり、１時間の耐火性能を有していることが確認され
）～ ）ている。1 3

ここでは、構造部材を平鋼とし、集成材で被覆した梁

部材について、耐火性能を確認するために行った載荷加

熱試験結果を報告する。なお、本構造は、実設計に用い

る耐火構造としての性能を確保することを目途としたも

のである。

２．試験体

試験体の仕様の概要を表１に、試験体図を１～２に示

す。試験体は、平鋼(幅 ㎜、高さ ㎜、長さ ｍ)22 300 6
をカラマツ集成材(幅 ㎜、高さ ㎜、レゾルシノ200 330
ール樹脂系接着剤使用)で被覆した梁であり、予め、集

成材に切削部を設け、この部分を平鋼に挿入し、両者を

ドリフトピン(両側２ヶ所、 ヶ所につき４本)で固定す1
る構造である。集成材切削部の寸法は、平鋼との間にク

リアランス設けることにより両者の取付けを容易にする

ために、平鋼断面より大きい寸法の幅 ㎜(平鋼側面と25
のクリアランス：両側それぞれ ㎜)、深さ ㎜(平1.5 260

鋼下面とのクリアランス： ㎜)とした。すなわち、既10
往の研究で用いた鋼と集成材を接着する工法とは異な

り、施工性及びコストの向上を図ったものである。

３．実験方法

(１)載荷加熱方法

試験は、２体の試験体(試験体Ａ及びＢ)について、

（財）ベターリビングの水平炉を用い、 に規ISO 834
定する標準加熱温度曲線に従い、１時間の載荷加熱を

終了した後、載荷だけを行った状態で、集成材の燃え

止まりが確認されるまで行った。試験荷重は平鋼の断

面に、長期許容曲げ応力度が生じる値とし、載荷は３

等分点２線荷重(支点間距離 ｍ)方式とした。5.4
(２)温度測定及びたわみ測定

試験体の温度は、図１～２に示すように、３断面(中

央部、ａ部及びｂ部)の平鋼表面及び集成材内部(表面

からの深さ ㎜の位置)について、各断面毎にそれぞ60
れ３点ずつ測定した。たわみは、試験体の中央部及び

載荷部(両側２ヶ所)の３ヶ所について測定した。

４．実験結果と考察

実験結果の概要を表２に示す。また、平鋼表面及び集

成材内部温度の一例を図３～５に、中央部のたわみを図

６に示す。

表２及び図３～５に示すように、平鋼表面最高温表１ 試験体仕様の概要

度は、試験体Ａ及びＢとも約 ℃であり、その温
平鋼の断面 平鋼と集成材切削部

集 成 材 120
度到達時間は試験開始後 分(加熱終了後 分)

寸法(㎜) 樹種 とのクリアランス(㎜)
断面寸法及び かさ比重及 330 270

頃であった。表面からの深さ ㎜部分の集成材の温ひき板の厚さ(㎜) び含水率 60
145 174断面寸法 かさ比重 平鋼側面と切削部側面 度は 試験体Ａが最高 ℃で 試験体Ｂが最高、 、

℃であり、両者とも約 分(加熱終了後 分)に
22×300

200×330 0.41 1.5
カラマツ

両側それぞれ 250 190
最高値を示した後、漸減している。ひき板の厚さ 含水率 平鋼下面と切削部底面

集成材のいくつかの内部温度に、長時間にわたる28 9.7 10%

図１ 試験体図(側面図) 図２ 試験体図(断面図)
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℃付近での停滞が見られるが、この理由としては、100
平鋼と集成材の切削部との間にクリアランス(隙間)があ

るため、温度上昇過程での集成材からの水蒸気が平鋼に

触れ、これによって平鋼表面に生じた結露水が流下し、

集成材の当該部分を高含水率状態にしたのではないかと

考えられる。

図６に示すように、中央部のたわみは、平鋼温度の上

昇に伴い増加し、試験開始後 分(加熱終了後 分)300 240
頃から安定し、その最高は試験体Ａが ㎜で、試験体8.5
Ｂが ㎜であった。10.1

、 、本試験体は 平鋼梁というやや特殊な梁部材であるが

載荷により横座屈を生じるような兆候は見られなかった。

、 、なお 分(加熱終了後 分)経過後に目視により390 330
両試験体の集成材に火気が、また集成材からの発煙がな

いことを確認した。

５．まとめ

①構造部材が平鋼(断面寸法 × ㎜)で、これを断22 300
面寸法 × ㎜のカラマツ集成材でクリアランス200 330
を設けて被覆した場合であっても、梁部材として１時

間の耐火性能を確保することができる。

②既往の実験結果から見て、本試験体のカラマツ集成材

と断面寸法、切削部寸法等が同仕様のベイマツ集成材

で被覆する平鋼の梁部材であっても同等の耐火性能を
）有することが予想される。3

③鋼材と集成材との間に隙間があっても集成材が燃え止

まることが確認されたが、この隙間寸法あるいは集成

材の断面寸法等の仕様と燃え止まりの関係を明らかに

するためには、更なる実験データの蓄積と解析が必要

である。
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表２ 試 験 結 果 の 概 要
平鋼表面温度 集成材内部温度 集成材の炭化深さ

試験体 加 熱 試 験 最大たわみ

記号 時 間 荷 重 最 高 最 高 速度 最 大 平 均
各断面毎の 各断面毎の 最大たわみ

平均(最高) 平均(最高)

122℃ 120℃ 145℃ 143℃ 8.5㎜Ａ 60分 55.6kN 0.5㎜/分 50㎜ 45㎜
(332分) (348分) (258分) (246分) (319分)

123℃ 121℃ 174℃ 149℃ 10.1㎜Ｂ 60分 55.6kN 0.5㎜/分 46㎜ 43㎜
(320分) (342分) (252分) (246分) (293分)

( )内の時間は試験開始後からの時間を示す。
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図３ 平鋼表面平均温度(試験体Ａ･各断面)

標準加熱温度

炉内平均温度

平鋼平均温度:中央部

平鋼平均温度:ａ部

平鋼平均温度:ｂ部
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図４ 平鋼表面温度測定結果(試験体Ｂ)
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図５ 集成材内部温度測定結果(各断面の最高)
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図６ たわみ測定結果(中央部)

試験体Ａ

試験体Ｂ


	typ_page1: ―124―
	typ_page: 


